
故
学
長
 
安
津
先
生
を
悼
む

学
長
代
行
清
水
茂
夫

故
信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学
長
安
津
素
彦
先
生
は
昭
和
六
十
年
十

一
月
二
十
八
日
午
後

一
時
に
法
蔦
と
七
十
二
歳
で
御
長
逝
さ
れ
た
｡

豊
南
学
園
の
本
部
事
務
局
か
ら
の
急
報
で
た
だ
な
ら
ず
驚
博
し
た
｡
十

1
月
朔
日
に
'
病
室
を
お
訪
ね
し
た
時
は
'
先
生
は
ラ
ジ
オ
の
政

治
討
論
を
聞
い
て
お
ら
れ
'
病
中
に
お
い
て
も
政
治
に
豊
か
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
御
様
子
や
力
あ
る
御
声
と
血
色
の
よ
い
お
顔
に
､
安

堵
を
覚
え
た
｡
三
日
の
落
成
式
に
無
理
し
て
御
出
席
し
な
い
よ
う
に
お
勧
め
す
る
目
的
で
あ
っ
た
が
'
既
に
御
出
席
を
断
念
し
て
お
ら
れ

た
の
で
'
先
生
の
お
尋
ね
に
応
じ
て
進
路
や
推
薦
入
学
希
望
者
の
状
態
な
ど
を
お
話
し
'
明
る
い
気
持
ち
で
暇
乞
い
を
し
た
｡
そ
れ
だ
の

に
1
箇
月
も
経
ず
に
幽
明
の
境
を
異
に
し
よ
う
と
は
'
今
更
の
よ
う
に
無
常
迅
速
の
思
い
を
噛
み
締
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
｡

先
生
は
昭
和
十
年
三
月
国
学
院
大
学
道
義
科
を
御
卒
業
'
同
年
四
月
に
道
義
研
究
室
助
手
､
同
十
五
年
四
月
に
国
学
院
大
学
講
師
t.
同

二
十
三
年
に
教
授
と
な
ら
れ
､
同
二
十
八
年
十
二
月
に
は
論
文

｢神
道
研
究
序
説
｣
に
よ
っ
て
'
国
学
院
大
学
か
ら
文
学
博
士
の
学
位
を

授
け
ら
れ
た
｡
先
生
の
御
研
究
は
神
道
宗
教
学

･
同
思
想
史
で
'
昭
和
五
十
八
年
三
月
定
年
に
よ
っ
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
'
神
道
の
研
究

に
生
涯
を
堵
け
ら
れ
た
｡
著
書
二
十
余
'
論
文
は
極
め
て
多
い
｡

先
生
の
神
道
研
究
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
多
-
を
お
聞
き
す
る
機
会
は
な
く

た
ゞ
一
度
'
日
本
の
神
道
は
世
界
の
宗
教
の
中
で
義

も
自
然
性
を
尊
重
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
｡
今
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
戦
争
は
多
く
は
宗
教
戦
争
で
あ
る
と
さ
れ
'
批
判
さ



れ
る
の
に
神
道
の
自
然
性
を
以
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
神
道
と
関
連
あ
る
も
の
と
し
て
'
学
生
に
求
め
ら
れ
た
礼
儀
作
法
の
遵
守
も
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
ま
た
研
究
者
と
し
て
の
先
生
は
'
関
学
と
共
に
､
教
官
の
研
究
を
重
視
さ
れ
'
推
進
す
る
た
め

｢紀
要
｣
の
発

行
を
指
示
さ
れ
､･
既
に
第
三
号
に
及
ん
で
い
る
｡

教
育
者
と
し
て
の
先
生
の
特
色
の
顕
著
な
の
は
'
学
生
に
説
く
訓
辞
の
気
塊
に
満
ち
た
音
声
と
､
熱
弁
す
る
お
顔
で
あ
る
｡
内
容
と
し

て
は
自
主
独
立
の
精
神

･
大
学
生
の
学
習
態
度

･
地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
心
､
や
が
て
母
と
な
る
べ
き
者
の
生
き
方
､
等
々
､
現
代
に
生

き
る
女
子
学
生
の
理
想
を
実
践
的
に
語
ら
れ
た
｡
自
主
独
立
の
精
神
は
'
豊
南
学
園
の
歴
史
を
貫
-
関
学
の
精
神
で
あ
る
｡
大
学
生
の
学

習
態
度
は
'
新
制
大
学
の
設
置
基
準
の
一
つ
で
あ
り
､
い
ま
だ
に
十
分
で
な
い
単
位
習
得
の
実
態
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
｡
地
域
社
会
に
奉

仕
す
る
心
は
､
地
方
の
時
代
と
い
う
思
想
を
基
礎
と
す
る
'
地
域
社
会
の
教
育
理
念
で
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
｡
短
大
に
学
ぶ
女
子
学
生
に

地
域
の
奉
仕
活
動
に
従
う
だ
け
で
は
な
-
'
や
が
て
地
域
住
民
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
態
度
を
形
成
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
｡
母
と
な
る
べ
き
者
の
生
き
方
は
'
先
生
が
短
大
の
学
長
に
就
任
す
る
決
意
の
表
明
で
も
あ

っ
た
｡
『安
津
元
彦
博
士
-
人
と
業
績

-
』
と
い
う
書
物
の
中
に
､
先
生
の
あ
る
人
へ
の
談
話
と
し
て

｢
日
本
の
復
興
は
も
う
女
性
に
期
待
す
る
以
外
に
は
な
い
｡
い
い
母
を
作

る
こ
と
だ
｡
東
京
も
だ
め
だ
｡
僕
は
信
州

へ
ゆ
-
｡
女
子
大
に
行
く
こ
と
に
し
た
｡｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
先
生
の
女
子
大
学
生
に
期
待

す
る
こ
と
の
い
か
に
強
固
で
あ
る
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
そ
れ
は
当
然
に
よ
き
母
と
な
る
べ
き
生
き
方
を
学
習
さ
せ
'
真
に

日
本
の
復
興
を
背
負
う
母
を
養
成
す
る
こ
と
に
連
な
る
｡
上
述
の
自
主
独
立

･
大
学
生
の
学
習
態
度

･
地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
心

･
母
と

な
る
べ
き
者
の
生
き
方
は
'
相
互
に
関
連
し
て
､
豊
南
女
子
短
期
大
学
に
お
け
る
教
育
目
標
と
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
'
先
生
が
豊
南
女
子

短
期
大
学
の
紀
要
の
第
二
号
に
掲
げ
ら
れ
た
論
考

｢近
代
個
人
意
識
の
発
生
と
終
幕
｣
は
'
恐
ら
-
先
生
の
絶
筆
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
､
先
生
が
哲
学
的
研
費
と
思
索
の
結
果
到
達
さ
れ
た
真
の
人
間
と
は
何
か
が
追
求
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
題
目
か
ら
察
知
で
き
る
よ
う
に
'

近
代
個
人
意
識
の
発
生
か
ら
出
発
し
て
'
そ
の
終
悪
に
お
い
て
､
あ
る
べ
き
人
間
像
が
追
求
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
論
考
は
豊
南
女
子
短
期

ii



大
学
の
教
育
目
標
の
基
盤
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
｡

こ
う
し
て
追
懐
の
糸
を
繰
り
広
げ
る
と
'
先
生
の
堅
実
な
思
索

･
誠
実
と
勤
勉

･
決
断
と
実
行
力

･
教
職
員
に
対
す
る
授
業
を
重
視
せ

よ
と
の
要
求
な
ど
限
り
な
Y
思
い
浮
か
ん
で
-
る
｡

一
つ
だ
け
例
を
あ
げ
よ
う
大
学
は
山
腹
に
あ
っ
て
糞
か
ら
学
舎
に
入
る
ま
で
は
且
上

げ
る
程
の
石
段
で
あ
る
｡
先
生
は
そ
の
石
段
を
身
軽
げ
に
上
ま
で
登
り
つ
め
ら
れ
る
｡
私
な
ど
そ
の
石
段
を
見
る
と
山
上
の
寺
院
に
至
る

石
段
例
え
は
身
延
山
久
遠
寺
の
菩
提
梯
な
ど
を
想
い
起
こ
し
は
す
る
が
､
汗
に
ま
み
れ
る
の
を
恐
れ
て
'
平
坦
な
道
路
を
ゆ
っ
く
り
と
登

る
｡
先
生
は
学
生
に
こ
の
石
段
を
の
ぼ

っ
て
身
体
を
鍛
え
よ
と
言
わ
れ
'
自
ら
が
学
生
の
目
前
で
実
行
す
る
｡
実
践
を
以
て
手
本
を
示
す

七
十
二
歳
の
御
姿
に
圧
倒
さ
れ
た
｡

我
が
信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学
も
第
三
期
工
事
が
完
成
し
'
教
育
の
基
礎
も
成
就
し
た
｡
し
か
し
指
導
者
安
津
学
長
を
失

っ
て
し
ま
っ

た
｡
今
数
年
の
指
導
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
'
ゆ
る
ぎ
な
い
大
学
と
な
り
得
た
こ
と
と
思
う
と
､･
ま
こ
と
に
残
念
至
極
で
あ
る
｡
残
さ
れ
た

唯

一
つ
の
道
は
､
今
の
悲
哀
を
胆
に
銘
じ
て
､
先
生
の
遺
業
を
完
遂
す
る
た
め
全
校
挙
っ
て
全
力
を
傾
注
す
る
よ
り
外
は
な
い
｡
そ
れ
が

先
生
を
生
か
す
直
路
と
な
る
で
あ
ろ
う
｡



年

譜

明
治
四
五
年
五
月
三

一
日

東
京
市
下
谷
区
西
町
二
番
地

(現

･
台
東
区
東
上
野
)
に
て
出
生
｡

昭
和

一
〇
年

(
二
三
歳
)

三
月

国
学
院
大
学
道
義
学
科
倫
理
科
卒
業

四
月

国
学
院
大
学
道
義
研
究
室
助
手
を
委
嘱
さ
る

(
一
二
年
三
月
ま
で
)

昭
和

一
五
年

(
二
八
歳
)

四
月

国
学
院
大
学
講
師
拝
命

(興
亜
部
開
設
に
伴
い
､
専
門
部
興
亜
部
講
師
と
し
て
)

昭
和
二
三
年

(三
六
歳
)

四
月

国
学
生
大
学
教
授
を
委
嘱
さ
る
｡

昭
和
二
八
年

(四

一
歳
)

1
二
月

国
学
院
大
学
文
学
博
士
号

(第
二
三
号
)
取
得
.0

昭
和
三
三
年

(四
六
歳
)

三
月

大
学
院
神
道
学
専
攻
博
士
課
程
に
伴
い
同
教
授

(神
道
理
論
担
当
)
0

昭
和
三
七
年

(五
〇
歳
)

六
月

神
社
本
庁
講
師
を
委
嘱
さ
る
｡
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昭
和
四

一
年

(五
四
歳
)

1
月

日
本
学
術
会
議
会
員

(第
七
期
)
に
就
任
｡

昭
和
四
四
年

(五
七
歳
)

一
月

日
本
学
術
会
議
会
員

(第
八
期
)
に
就
任
｡

七
月

日
本
学
術
会
議
宗
教
史
学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
を
委
嘱
さ
る
｡

昭
和
五
〇
年

(六
三
歳
)

･

五
月

日
本
文
化
研
究
所
所
員
を
委
嘱
さ
る
｡

昭
和
五
三
年

(六
六
歳
)

五
月

国
学
院
大
学
消
費
生
活
協
同
組
合
理
事
長
を
委
嘱
さ
る

(昭
和
五
七
年
四
月
ま
で
)0

昭
和
五
五
年

(六
八
歳
)

二
月

大
宮
幼
稚
園
園
長
を
委
嘱
さ
る
｡

1
二
月

神
道
宗
教
学
会
会
長
を
委
嘱
さ
る
.

信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学

(昭
和
五
八
年
関
学
予
定
)
学
長
予
定
者
と
し
て
設
立
準
備
を
開
始
｡

昭
和
五
六
年

(六
九
歳
)

十

一
月

国
学
院
大
学
勤
続
四
〇
年
表
彰
を
受
け
る
｡

昭
和
五
七
年

(七
〇
歳
)

五
月

国
学
院
大
学
消
費
生
活
共
同
組
合
最
高
顧
問
を
委
嘱
さ
る
｡

Ⅴ



昭
和
五
八
年

(七

一
歳
)

三
月

国
学
院
大
学
定
年
退
職
｡

四
月

国
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
-
0

-

学
校
法
人
豊
南
学
園
理
事

･
信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学
学
長
と
し
て
就
任
｡

昭
和
六
〇
年

(七
三
歳
)

十

一
月
二
八
日

逝
去
｡

業

績

著

書

(共
著

･
編
著
を
含
む
)

昭
和

l
五
年

昭
和

〓
ハ
年

昭
和

一
七
年

昭
和

一
八
年

昭
和
二
四
年

昭
和
二
六
年

｢神
道
と
祭
紀
十

白
帝
社

｢上
代
神
社
論
放
序
説
｣

刀
江
書
院

｢国
学
論
纂
｣
(編
著
)

神
田
書
房

｢近
世
日
本
思
想
史
｣
(共
著
)

神
田
書
房

｢佐
藤
信
淵
集
｣

地
平
社

｢神
道
史
概
説
｣

｢神
道
思
想
史
｣

神
社
本
庁



昭
和
二
九
年

昭
和
三
三
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四

一
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
九
年

昭
和
五

一
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
八
年

｢神
宮
と
皇
室
｣
(共
著
)

中
央
書
籍
抹
式
会
社

｢神
道
概
論
｣
上
篇

宗
教
学
会

｢A
N
O
U
T
L
iN
E
O
F
S
H
HN
T
O
T
E
A
C
H
HN
G
S
L

r
B
A
S
IC
T
E
R
M
S
O
F
S
H
-N
T
O
｣
(共
著
)

神
社
本
庁

･
国
学
院
大
学

｢
日
本
人
の
宗
教
心
理
｣

桜
楓
社

｢国
号
私
考
｣

新
教
育
懇
談
会

｢明
治
天
皇
｣

常
陽
明
治
記
念
会

｢神
道
辞
典
｣
(共
著
)

堀
書
店

｢世
界
文
化
大
百
科
事
典
｣

全

一
四
巻

(分
担
執
筆
)

世
界
文
化
社

｢神
道
思
想
史
｣
前
編

神
社
新
報
社

｢国
旗
の
歴
史
｣

桜
楓
社

｢神
道
思
想
論
叢
｣

白
帝
社

LVTl

｢異
邦
人
の
神
道
観
｣

白
帝
社

｢讐

錦

禁

日
本
の
真

名
著

･
総
解
説
｣
(分
担
執
筆
)

｢国
史
大
辞
典
｣

吉
川
弘
文
館

｢
日
の
丸
-
千
三
百
年
史
-
｣
(共
著
)

神
道
文
化
会

｢
天
照
大
御
神
｣
(編
集
)

神
道
文
化
会

｢衆
注
古
事
記
｣

桜
楓
社

自
由
国
民
社



最
近
の
論
文

･
調
査
報
告

昭
和
五
〇
年

｢天
照
大
御
神
ア
々
リ
考
-
神
道
教
学
の
一
つ
の
問
題
I
L

｢神
道
宗
教
｣
七
五
～
七
九

｢
天
皇
と
国
家
と
教
育

F昭
和
史
の
天
皇

･
日
本
J
日
本
を
守
る
会
｣

日
本
教
文
社

｢神
道
文
学
覚
え
書
-
遠
藤
周
作
の
文
学
-
｣

｢国
学
院
雑
誌
｣
七
六
-

一
一

｢
日
本
文
化
教
育
に
つ
い
て
｣

｢第

一
回
日
韓
教
育
研
究
会
報
告
書
｣

昭
和
五

1
年

｢

生
岡
上
は
何
か
｣

｢神
道
研
究
紀
要
｣
創
刊
号

｢

出
雲
国
神
社
考
｣

｢式
内
社
の
し
を
り
｣
三

｢天
津
罪

･
国
津
罪

『出
雲
神
話
』
講
座
日
本
の
神
話
五
｣

有
精
堂

｢近
世
の
思
想
と
塙
先
生
｣

｢温
故
叢
誌
｣
三
〇

昭
和
五
二
年

｢
ヨ
-
の
国
私
考

『出
雲
学
論
致
ヒ

神
道
学
会

｢遠
藤
周
作
文
学
私
考
｣

｢人
文
科
学
研
究
紀
要
｣
四

(川
村
学
園
短
大
)

｢神
道
の
1
側
面
-
天
照
大
御
神
の
天
降
り
を
通
し
て
-
｣

｢神
道
宗
教
｣
八
四
･
八
五

(神
道
の
根
本
問
題
31
)

｢南
天
原
私
考
｣

｢折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
紀
要
｣
三

｢時
論

･
国
家
私
考
｣

｢神
道
学
｣
九
四

｢度
会
西
河
原
行
忠
の
神
道
論
｣

｢国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
｣
四
〇

｢外
宮
神
道
の
起
源
｣
【
｢瑞
垣
｣

一
一
三

｢国
民
の
宗
教
意
識
と
政
治
｣
『現
代
法
の
新
展
開
JJ

新
評
請

Vu



昭
和
五
三
年

｢天
照
大
御
神
と
止
由
気
大
神
と
｣

｢国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
｣
四
二

昭
和
五
四
年

｢外
宮
神
道
の
起
源
に
つ
い
て
の
試
論
｣

｢国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
｣

一
〇

｢蔽

(
ハ
ラ
へ
)
の
哲
学

(Ⅰ
)｣

｢生
き
る
知
恵
｣
特
別
号

昭
和
五
五
年

｢成
ひ
の
哲
学
序
論
｣

｢神
道
宗
教
｣

一〇
〇

｢多
神
道
の
論
理
｣

｢国
学
院
雑
誌
｣
八
一
-

〓

｢岳
父
会
田
範
治
に
つ
い
て
｣

『会
田
範
治
先
生
追
想
録
』

昭
和
五
六
年

｢神
道
の
多
神
性
の
意
味
｣

｢大
美
和
｣

｢｢
カ
ク
リ
､･､｣
か

｢
-
､､､
ヲ
カ
ク
シ
マ
ス
｣
か
!
｣

｢古
事
記
年
報
｣
二
三

｢現
憲
法
遵
守
の
た
め
の
条
件

『日
本
国
憲
法
の
批
判
的
研
究
ヒ

民
族
科
学
研
究
所

泰
流
社

｢
天
台
神
道
覚
書
-
耀
天
記
を
中
心
と
し
て
-
｣

｢国
学
院
雑
誌
｣
八
二
I

〓

昭
和
五
七
年

｢天
照
大
御
神
致
｣

神
道
文
化
会

昭
和
五
八
年

｢神
道
の
起
源
に
つ
い
て
｣

神
道
宗
教
第
三
〇
号

｢吉
田
神
道
教
学
の
覚
書
｣
(未
完
)

本
学
紀
要

創
刊
号

昭
和
五
九
年

｢近
代
個
意
識
の
発
生
と
終
幕
｣

本
学
紀
要

第
二
号

そ
の
他

論
文

･
調
査
報
告

･
書
評
な
ど
約
四
〇
〇
編


